
令和4年度策定　松尾西北地区社協行動計画書　 松尾西北地区社会福祉協議会

基本理念 基本目標 分野 福祉課題 福祉課題の実情 具体的な取り組み（条件づくり） 地区社協としての取組

認知症高齢者に対する理解と対応 ・認知症に対する知識が乏しく、接し方がわからない
・認知症サポーター養成講座の定期開催など、認知症について学ぶ機会を
　つくる

・認知症ついて学ぶための研修会の開催

障
が
い
児
・
者

障がい児、者に対する理解と対応 ・障がいに対する知識が乏しく、接し方がわからない ・障がいに関する研修会を開催する ・障がいについて学ぶための研修会の開催

地域環境の整備と人材育成
・ゴミ出しルールが守られていない
・野良猫、犬の糞に困っている
・地域行事を開催するにも世話をする人が減ってきている

・回覧板等を活用し、ゴミ出しルールの情報提供を行なう
・注意喚起を回覧板で呼びかける
・松西フェス、平山神楽など地域イベントに来られた子どもの親に声か
　けし、人材発掘を行なう

・回覧板等を活用した情報提供と注意喚起
・地域イベントでの人材発掘
・地域ボランティアの確保

相談窓口の開設 ・生活上の困り事をどこに相談していいかわからない
・関係機関への相談方法についての周知をすすめる
・関係機関との連携

・かわせみ教室を活用しての相談受付

・避難方法、避難場所を示したチラシを作成し、各家庭に配付する
・地域の実情に応じた避難訓練を行なう
・地域版ハザードマップを作成及び活用し、自分の住む地域の危険な場所
　を確認する
・自治会での連絡網の活用が必要
・災害時要援護者名簿の活用が必要
・災害種別による避難所の特性を事前に地域へ周知する
・砂防ダムの建設を進めてもらう（松尾北）

・社協だよりや会員を通した避難方法や避難
　場所の各家庭への呼びかけ
・避難訓練への協力と呼びかけ
・ハザードマップの活用の促進
・自治会での連絡網の活用を促す
・各自治会への災害時要援護者名簿活用の提
　案と呼びかけ
・砂防ダムの建設に向けてのはたらきかけ

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り

地
域
全
体

・年１、２回グラウンドゴルフ大会を楽しむ
・町民参加型のウォーキング大会への取組やスポーツ大会の開催
・サロン活動や通所サービスを充実させ、広報活動を通して実態や課題を
　知らせていく
・命のバトン配付と活用を継続する
・旧小学校や公民館、地域コミュニティーセンターを活用する
・隣保組など、細かい単位で個別対応（声かけ、見守り訪問等）を行なう
・健康イベントの開催とイベント開催に合わせた体力測定の実施
・健康体操など、簡単な運動の場をつくる
・移動販売をしてくれる業者への依頼
・ふれあい収集の利用を促す
・速やかに行政等の相談につながる体制を確立させる
・乗り合いタクシーの運行（松尾北）

・グラウンドゴルフ大会やスポーツ大会、歩
　け歩け大会等への協賛
・サロン活動、通所サービスの開催と広報活
　動の活発化
・命のバトン事業の拡充
・旧小学校、公民館、地域コミュニティーセ
　ンターの活用の促し（助言・補助）
・声かけや見守り訪問の促し（歳末見舞い、
　お祝い）
・健康イベントの開催と体力測定の実施
・訪問診療の紹介
・社協だよりを通して、地域住民の健康づくりを
　推進していく
・移動販売が可能な業者との連携
・ふれあい収集利用の促進
・行政等の相談につながる体制の確立
・乗り合いタクシーの運行についての研修
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子ども、子育て世帯の見守りと地域とのつながり

・個人情報の問題があり、学校からの情報提供もないため子
　ども、子育て家庭に関する情報把握がむずかしい
・親子で参加できる地域行事が少なく、保護者同士のつなが
　りが薄い
・住民の地域意識が希薄になった
・生活困窮や支援が必要な家庭についてどこに相談していい
　かわからない
・気軽に相談できる場がない

・関係機関との連携
・主任児童委員を中心とした情報収集、情報共有を行なう
・地域団体や関係機関、保育園、学校と連携し、多世代交流イベントを開
　催する
・登下校時に見守りや声かけを行なうなかで保護者との交流も図る
・各種相談先一覧を作成し、周知、配布する
・回覧板などを活用し、関係機関や地域団体の情報提供と周知を行なう

・主任児童委員を中心とした情報収集、情報
　共有
・地域団体や関係機関等と連携した多世代交
　流イベントの開催
・登下校時の見守りと保護者との交流
・各種相談先一覧の作成と周知、配布
・回覧板等を活用した関係機関や地域団体の
　情報提供と周知

・高齢者が気軽に集える場所がない
・人との接触を好まない高齢者への声かけがむずかしい
・高齢者が歩いて行ける範囲に集える場所がない。車がない
　と集まれない
・自らの健康や体力維持に関心が薄い人が多い
・スーパーやゴミ捨て場が遠く不便
・外出機会が減少し体力維持がむずかしい
・免許返納後の移動手段の確保がむずかしい
・低所得世帯において生活が困窮している様子がみられる

・災害の種類（大雨・台風・地震等）に応じた避難方法がわ
　からない
・避難経路における危険箇所が把握できていない
・自治会での連絡網が整備されていない
・避難場所が土石流危険箇所に指定されている
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高齢者の孤立化と社会参加
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災害時の避難支援体制の構築と防災に対する地域住
民の意識付け


